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公益財団法人ＳＯＭＰＯ環境財団２０２５年度事業報告 

 

Ⅰ 環境財団の４つの事業 

１．人材育成事業～ＣＳＯラーニング制度、ＣＳＯによる人材育成事業等への助成 

２．啓発普及事業～市民のための環境公開講座、各種シンポジウム・研究会への協賛 

３．環境保全プロジェクト助成        

４．学術研究助成 

各事業のあらましは次のとおりです。 

 

１．環境保全活動に活躍する人材の育成支援 

（１）「ＣＳＯラーニング制度」の実施 

大学生・大学院生に対する環境ＣＳＯでの活動による人材育成、及びＣＳＯに対する支援を

目的とした本プログラムは今年度で２６年目となりました。 

 

今年度から、広報期間を５月中旬まで延長し、活動期間を従来よりも１ヶ月短縮して７月か

ら１月までの７か月間のインターン派遣として運用しましたが、活動時間数にはあまり影響

はありませんでした。一方、応募期間を延長したことで、学生の応募者数は増加しました。 

派遣先は、４０団体（前年４２団体）で募集開始予定でしたが、開始直前に 2 団体から団

体の都合で受け入れ見送りの申し出がありました。また、ＣＳＯと学生のニーズのミスマッ

チを防止するため、ＣＳＯ紹介動画を募集サイトに掲載し、新たに Instagram を開設するな

ど工夫を凝らした募集や、宮城・愛知・福岡地区では対面の説明会を開催し、個別に大学へ

情宣活動を行うなど、１２６名（前年１２１名）の応募を集めることができました。オンラ

イン面接を経て合計６３名（前年６５名）を選考し、３６団体へのインターン派遣をスター

トしました。 

 

 ラーニング生同士の交流活動については、今年度から台風シーズンを避け、８月４日から８

月６日までの３日間にわたり、夏期合宿を対面で開催しました。 

西澤理事長からは「地球環境の現状と国際社会における環境政策の最新動向」と題した講演

を行い「変化の触媒として、社会・経済のシステム・チェンジの一翼を担い、サステナビリテ

ィ課題の解決に向けて大きく前進をさせて欲しい」との激励のメッセージを贈り、その後イン

ターン生と活発な質疑応答を行いました。 

2025 2024 2025 2024 2025 2024

関東 82 75 36 35 36 34

関西 24 21 12 14 12 12

愛知 6 16 4 7 4 5

宮城 11 5 8 5 7 4

福岡 3 4 3 4 3 4

合計 126 121 63 65 62 59

応募者数 合格者数 修了者数
地区
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その他、ＳＯＭＰＯホールディングスによる「The アクション！SDGｓカードゲーム」やチ

ューター企画によるチームビルディングを目的とした「マシュマロチャレンジ」などのワーク

ショップを行い、その後、修了生との交流会を開催しました。世界の最新の政策動向やサステ

ナビリティの社会実装、多様なセクターで活躍をする修了生との対話を通じ、今後のインター

ンシップ活動のモチベーションの向上、進路選択への具体化、インターン同期生同士の横のつ

ながり強化などの貴重な機会となりました。 

また、例年 9 月に実施していたインドネシアのラーニング生とのオンライン会議をより多く

のインターン生に参加をしてもらうため、この合宿で実施しました。事前に相手国の現状や課

題に関する勉強会を実施し、学生たちはそれぞれの国の環境課題を学んだうえで、次世代を担

う若者としてどう取り組むべきかなど、英語も交えて多様な課題に関し積極的な意見交換を

行いました。参加した学生からは、「同世代の仲間の考えや学生生活、インターン活動の様子

に刺激をもらった」などの声があり、視野を広げる機会となりました。 

 

毎月開催する地区別の定例会については、学生の利便性などを考慮し、関東とそれ以外の４

地区（関西・愛知・宮城・福岡）の２グループに分け、オンラインで実施しました。 

後半の期間では学生が少人数のグループに分かれて関心分野についての企画を行う「ミニプ

ロジェクト」を進め、ゴミ問題・フードロスに関するイベントの開催や企業へのヒアリングの

実施、生物多様性保全のゲーム作成や環境課題解決に取り組むＮＰＯを集めたイベント開催

や冊子作成、SNS での発信など、それぞれのグループが趣向を凝らした環境活動の実践に取

り組みました。 

 

インターン活動が修了した２月には、ラーニング生それぞれが、制度に参加したことで得ら

れた自分の経験・学び・課題をまとめた「修了レポート集」を作成しました。 

  

今年度の制度修了生は６２名で、累計１,４５３名となりました。財団としては、制度開始２

５周年を記念し、修了生のコミュニティを立ち上げました。今年度の修了生もコミュニティに

参加し、修了生の「繋がり」により、将来の進路選択のきっかけづくりや連携・協働等への発

展を図っていきます。 

また、引き続き対面での活動と並行してオンラインも活用し、学生同士のプロジェクトなど

より多くの交流機会を持てるような工夫を織り込みながら実施して参ります。 

なお、6 月の評議員会で２５周年を機に SOMPO と実験的な新たなチャレンジのご提案をい

ただき、損保ジャパンが神戸市と運営をする森林保全の枠組みの中での連携を検討しました。 
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＜派遣先ＣＳＯと派遣学生数＞ 

 

 

  （ＣＳＯラーニング制度２５周年イベントおよび修了生コミュニティ） 

    ２０００年にスタートをした本制度が２５周年を迎え、２０２５年１１月８日に２５周年

イベントを開催しました。当日は修了生、財団関係者を含め約１７０名が参加し、「つなぎ、

つながり、未来をつくる」をテーマとし、２５年の制度の歩みや成果を振り返るとともに、制

度修了生によるパネルディスカッションでは、修了生の現在の活躍の様子や今後の制度への

期待などについて意見交換を行いました。本イベントを機に、立ち上げた修了生コミュニティ

で、修了生同士やＳＯＭＰＯグループとの連携や現役生との交流などを図る場とし、運営して

いきます。 

 また、懇親会では、修了生同士の交流を深める機会を増やす観点で、本制度やコミュニティ

の活性化への期待の声が多くの修了生から上がりました。 

    

                                                                                                  

（インドネシアでのＣＳＯラーニング制度） 

２０１９年にスタートしたインドネシアでのＣＳＯラーニング制度「NGO Learning 

Internship Program in Indonesia」は今年度７期目を迎え、２０２５年２月から８か月間、

２５名（第６期２５名）の学生がジャカルタ、ボゴール近郊のＮＧＯ１１団体（第６期１１

団体）でインターンを行いました。８月２日から３日にグヌン・ハリムン・サラック国立公

園内のマラサリ村でワークキャンプを実施し、制度に参加したＮＧＯ団体から国立公園での

野生生物の観察などについてレクチャーをいただき、実際の現場で生物多様性の重要性を学

ぶ機会となり、同期の仲間との交流・連携も深めました。 
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２０２５年１０月７日、環境財団、インドネシア環境省、ＮＧＯ関係者が参加して第７期の

修了式を開催しました。中村専務理事より「現在の地球環境は気候変動や生物多様性の危機な

ど、深刻な局面にある。こうした環境課題に立ち向かうためには、一人一人が協力し迅速に行

動することが不可欠で、この制度の経験により視野を広げ、将来的な成功に繋がることを期待

している」との激励の言葉を贈りました。 

また、２０２５年９月末で定年退職をされた、インドネシア環境省 Jo 大臣付エキスパート

スタッフからは「プログラムの開始時の７年前を振り返ると、若者を対象にＮＧＯの現場を体

験することで人材を育成しようとする内容は企業のＣＳＲ活動としては非常に珍しく、画期

的なものだった。自身は９月末で退任をしたが、今後も大臣のもとで環境人材の育成に関わる

ことになった。若い世代こそが地球を守る最前線にいる「Environmental Guardian」であり、

ぜひ政府と連携して実践に取り組んでほしい。」との期待の言葉が贈られました。 

 本制度の運営に協力いただいている Sompo Insurance Indonesia (SII)が実施する修了生を

対象とした環境プロジェクトへの助成制度（Sompo Alumni Idea Fund）は、２０２４年まで

２期５件の助成を行いましたが、採択案件のフォローアップなどいくつか課題が生じたため、

改善の検討を行った結果、今後は SII と NGO Learning Internship Program の修了生が協働

し環境イベントを実施していくことになり、２０２５年７月１２日に SII 社員２２名および修

了生１０名が参加し、マングローブ植林を行いました。 

 なお、インドネシアでは第７期の修了により、これまでの修了生が１５１名となりました。 

 

第８期は１８６名（第７期１９７名）の応募があり、２０２６年２月１０日にキックオフ式

典を行い、選抜された学生２５名が１０のＮＧＯでインターン活動をスタートしています。オ

ンラインも活用しながら、定例会などの交流機会を充実させ、学生の指導を行ってまいります。

キックオフ式典では来賓の環境省 Jo大臣付エキスパートスタッフから、ＳＯＭＰＯグループ

の支援により 8 回目を迎えたことに対する謝意とともに、若者が将来的に環境のために行動

する人材として育つことへの期待、インターン生に対しては、自身の専門分野を問わず、国家

課題であるごみ問題に真摯に向き合うよう激励の言葉をいただきました。 

 

インドネシアＮＧＯ・参加学生数（2026 年 2 月～） 
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（大阪・関西万博インドネシアパビリオンでのイベント実施）  

２０２５年９月１９日に大阪・関西万博のインドネシアパビリオンで「インドネシア×日本 

環境インターンシップの挑戦」と題して、万博の生物多様性ウィークにあわせて、イベントを

開催しました。当日は経団連自然保護協議会酒向事務局長をはじめ、（株）バイオームの藤木社

長による講演、インドネシア、日本それぞれのラーニング制度修了生が登壇をしたパネルディ

スカッションを行い、それぞれの国の抱える環境課題や企業に期待をすること等、次世代を担

う若い世代の声を発信しました。当日はインドネシアで事業展開を行う日本企業や本イベント

に関心のある NPO 等４０名が参加し、本制度への共感や修了生たちの声に耳を傾けました。 

また、より多くの方に本イベント内容をお届けするため、録画データをＳＯＭＰＯホールディ

ングスのYouTube サイトで公開しました。 

 

（２）ＣＳＯによる人材育成事業等への助成（2026 年 3 月 1 日現在） 

 

 

２．環境保全に関する情報の収集及び提供並びに啓発普及 

（１）「市民のための環境公開講座」の開催 

当財団と公益社団法人日本環境教育フォーラム・ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社の三

者共催で開講している本講座は、今年度で３３年目を迎えました。引き続き無料のオンライン

セミナーとして実施いたしました。 

今年度の講座のテーマは「わたしと地球のウェルビーイング」とし、参加者が複雑化・深刻

化する地球環境の変化の中で、こころのゆたかさを保ちながら、環境問題に対し未来志向で取

り組んでいくヒントを探し、行動する講座を提供しました。 

本年度の通常講座および特別講座の申込者数は１４,２０２名（前年１３,１９１名）となり、

前年よりも大幅に増加しました。年間ライブ受講者数は、２,９８１名（前年３，２９６名）と

前年よりも減少した一方で、録画視聴は８,９６７名（前年５,９９４名）と大幅に増加しまし

た。これは、ライフスタイルが多様化する中、自身の都合にあわせ視聴できる録画ユーザーが

増加傾向にあるためです。実際に視聴者からは「録画視聴があることが大変ありがたい」、「録

画を何度も見ることで理解が深まる」、「多様な視点や視野、気づきを得ることができ、楽しく

学びを深めることができた」などの意見が多数寄せられました。 

 

昨年度から講座の推奨度や理解度について調査を行い、推奨値は昨年度同様に全講座平均で

４．３７（５段階評価）となりました。また、理解度については、「理解・共感・行動」のフ

ェーズの確認を行い、半数以上が「理解・共感」をし、２５％が「理解・共感・行動をしたい」

と回答をしておりますが、講座により「理解・共感・行動をしたい」の割合のバラつきがあり

ました。更に共感から行動へとつなげられる講座運営の工夫を行ってまいります。 
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また、昨年に続き、特別講座をご家族でも参加をいただけるよう、夏休み時期の平日の８月

２０日に慶應義塾大学 SFC 研究所上席所員、動物作家／昆虫研究家の篠原かをりさんによる

「クイズで考える、わたしたちと生きものの未来」を開催しました。１４２４名（前年１,３０

０名）に申込をいただき、ライブ参加および録画視聴あわせ９９８名（前年９７７名）が視聴

し、クイズ形式で楽しみながら生物多様性について学ぶことができ、参加者からは「子どもに

もわかりやすく、大変興味深い内容だった」「親子で参加ができることは貴重な機会だった」

などの声が多くあり、通常講座とは異なる視点を提供することができました。 

 

次年度についても、場所、時間を問わずに学べる機会を提供するため、引き続きオンライン

形式で開催することを予定しています。気候変動、生物多様性を始めとする自然資本、エネル

ギー問題やウェルビーイングに係ることなど、様々な切り口で、専門家、実践者、自治体、企

業などの多様な講師を招き、世代を問わず学び、行動を変えていく講座を提供して参ります。 

 

＜受講者の状況＞  

 
※録画視聴数にはライブ参加との重複を含む     

   ※2023 年度の録画視聴者数は録画配信システムの不具合により一部期間（7 月 6 日～7 月 14 日の 9 日間） 
の視聴履歴が取れていないため実際の視聴者数と異なる 
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＜通常講座の内容＞ 

 

＜特別講座の内容＞  

  

（２）各種シンポジウム・研究会への協賛（2026 年 3 月 1 日現在）      

  

 

 

３．環境保全のための活動に従事する団体及び個人に対する助成 

「環境保全プロジェクト助成」 

環境保全に取り組むＣＳＯの活動を支援するため、毎年実施しており、今年で２３回目と

なります。助成団体のセミナー等の機会を利用して積極的に募集を行ったところ、４０件

（前年５４件）の応募がありました。１１月２１日開催の認定委員会において厳正な審査を

行い、下記１０件を選定し、合計１９７万円を助成しました。 
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４．環境保全に係わる学術研究に対する助成 

「学術研究助成」 

本助成制度は、環境をテーマとする意欲に満ちた優秀な若手研究者を支援するため、２０

０１年からスタートしており、これまで１２２名の研究者を支援しています。２５回目とな

る今年は、１３件の応募の中から（昨年度２４件）、７月２４日の選考委員会において、新た

に５件が助成先として選考されました。 
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 ５．その他の事業  

①「脱炭素チャレンジカップ２０２６」への協力 

   昨年度に引き続き、次世代に向けた脱炭素社会を構築するための、全国各地から選ばれた取

り組みを共有し顕彰する「脱炭素チャレンジカップ２０２６」（主催：地球温暖化防止全国ネッ

ト）への協力を行いました。１２月１２日、事務局長が審査委員として審査会に出席し、２月２

０日に開催された表彰式で「ＳＯＭＰＯ環境財団わくわく未来賞」として笠間市立稲田小学校の

「ＳＤＧｓ －ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ－ プロジェクト」を表彰しました。 

 

 ②２０２５度新宿区「みどりの小道」環境日記コンテストへの協力 

 新宿区が開催する、小学生を対象とした「みどりの小道」環境日記コンテストに協力を行いま

した。１２月２０日には、財団賞として「ＳＯＭＰＯ環境財団わくわくエコの環賞」の表彰式を

対面で開催し、５名に対して表彰状を授与しました。 

 

 ③財団活動の外部への発信 

   財団活動の外部発信のため、今年度も「環境財団ニュース」を発行しました。３月までに第２

７（７月）、第２８（１１月）、第２９（２月）を発行し、寄付者、行政機関、ＣＳＯ、学生、関

係者等に送付しました。今後も継続して発信ツールとして活用してまいります。 

財団ブログでは、ＣＳＯラーニングの活動の様子、市民のための環境公開講座の内容等、最新

の活動情報を発信しました。また、財団ホームページではＣＳＯラーニング制度２５周年イベン

トの特設ページを開設し、イベントの様子のレポートを掲載しました。 

ビジネス特化型ＳＮＳ「LinkedIn」で、ＣＳＯラーニング制度をはじめとする活動情報を国

内外へ発信を行うとともに、ＳＯＭＰＯグループのコーポレートブログ「Ｓｏｍｐｏストーリー

ズ」にて、大阪・関西万博イベントおよびＣＳＯラーニング制度２５周年イベントを紹介しまし

た。 

 また、ＳＯＭＰＯグループ内においては、国内外の共通プラットフォームである「Workvivo」

を活用し、財団の取り組みをタイムリーに発信し、グループ内浸透を行いました。 

 

④社外評価 

  社外表彰制度へ以下のとおり応募を行い、環境省主催「第１３回グッドライフアワード」で環

境大臣賞（企業部門）を受賞しました。次年度はこれまで応募していない表彰制度の発掘や今年

度受賞に至らなかった応募内容の見直し等を行い、引き続きチャレンジして参ります。 

  ＜受賞したもの＞ 

    ・環境省主催「第１３回グッドライフアワード」環境大臣賞（企業部門） 

ＣＳＯラーニング制度による環境人材育成の取組み 

 

＜受賞に至らなかったもの＞ 

 ・東京都主催「Ｔｏｋｙｏ Ｎｂｓアワード」 

  市民のための環境公開講座で応募 
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 ６．運営体制の充実を図る取組み 

 ・２０２５年４月の公益法人制度改定の概要について、理事会（２０２５年３月）、評議員会（２

０２５年６月）での周知 

 ・理事、評議員へ財団事業の取組み状況の共有（財団ニュース：２０２５年７月、１１月、 

２０２６年２月送付） 

 ・資産運用に関し専門家との対話（２０２５年６月損保ジャパン運用部門および２０２５年５月 

ＳＯＭＰＯアセットマネジメント） 

  

７．その他の特記事項 

①内閣府への届出 

２０２５年６月２６日、２０２４年度の事業報告等の提出を行いました。 

２０２５年７月２９日、評議員の変更届け出を行いました。 

２０２６年３月２４日、２０２６年度の事業計画の届け出を行いました。 

  

 ②資産運用について 

  基本財産について資産運用規定に従い下記１件の債券を購入いたしました。 

  ・三菱商事株式会社第８４回無担保社債（期間２年）１億円（２０２７年７月） 
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II 庶務の概要（２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日） 

 

１．役員に関する事項 

役員等の氏名は次の通りです。（常勤者に「常勤」表示）  ＊2025年 3月 31日現在（50音順） 

役 職 氏 名 備  考 

理事長 

専務理事（常勤） 

理事 

理事 

理事 

理事 

理事 

西澤 敬二 

中村 茂樹 

鮎川 ゆりか 

岡島 成行 

炭谷 茂 

武内 和彦 

森本 英香    

損害保険ジャパン株式会社 顧問 

公益財団法人ＳＯＭＰＯ環境財団 専務理事 

千葉商科大学 名誉教授 

公益社団法人日本環境教育フォーラム 会長 

社会福祉法人恩賜財団済生会 理事長 

公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）理事長 

早稲田大学法学部 教授 

監事 

監事 

新里 智弘 

内田 満雄 

公認会計士 

公認会計士 

評議員 

評議員 

評議員 

評議員 

評議員 

 

 

評議員 

評議員 

評議員 

評議員 

評議員 

評議員 

井田 徹治 

市川アダム博康 

加藤 三郎 

末吉 理花 

小坂 佳世子 

 

 

杉崎 重光 

髙村 ゆかり 

中野 悦子 

三橋 規宏 

涌井 洋治 

鷲谷 いづみ 

共同通信社 編集委員・論説委員 

SOMPOホールディングス株式会社サステナブル経営推進部長 

環境文明２１ 顧問 

一般社団法人エシカル協会 代表理事 

SOMPOホールディングス株式会社 

グループ DeputyＣＳｕＯ 執行役員 

損害保険ジャパン株式会社 執行役員 

元ゴールドマン・サックス証券株式会社 副会長 

東京大学未来ビジョン研究センター 教授 

オイスカ 理事長 

千葉商科大学 名誉教授 

公益財団法人アフィニス文化財団 理事長 

東京大学 名誉教授 

認定委員 

認定委員 

認定委員 

認定委員 

認定委員 

阿部 治 

市川 博也 

中村 茂樹 

河野 博子 

福井 光彦 

立教大学 名誉教授 

国際教養大学 名誉教授 

公益財団法人ＳＯＭＰＯ環境財団 専務理事 

公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES） シニアフェロー 

青森大学 特任教授 

選考委員 

選考委員 

選考委員 

 

選考委員 

大塚 直 

中村 茂樹 

福渡 潔 

 

諸富 徹 

早稲田大学 教授 

公益財団法人ＳＯＭＰＯ環境財団 専務理事 

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社 

執行役員サステナビリティ部長 

京都大学大学院 教授 

 

２．職員等に関する事項 

  ２０２６年３月３１日現在の従業員数は 3 名です。 
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３．役員会等に関する事項 

  ①理事会の開催 

      開催日        会議事項 結 果 

2025年 6月 3日 

第１回通常理事会 

 

第１号議案：2024年度事業報告 

および決算承認の件 

第２号議案：定時評議員会開催の件 

報告事項１：理事長・専務理事の職務

執行状況の件 

全員一致で承認可決 

 

全員一致で承認可決 

全員了承 
 

2026年 3月 10日 

第 2回通常理事会 

 

第１号議案：2026年度事業計画 

および収支予算の件 

第２号議案：役員等賠償責任保険 

加入の件  

報告事項１：2025年度事業報告の件 

報告事項２：理事長・専務理事の職務

執行状況の件 

全員一致で承認可決 

 

全員一致で承認可決 

 

全員了承 

全員了承 

 

   

②評議員会の開催 

      開催日        会議事項 結 果 

2025年 6月 19日 

定時評議員会 

 

 

第１号議案：2024年度事業報告 

および決算承認の件 

第２号議案：評議員選任の件 

報告事項１：2025年度事業計画 

および収支予算の件 

全員一致で承認可決 

 

全員一致で承認可決 

 

全員了承 

 

４．許可、認可および承認に関する事項 

   該当はありません。 

 

５．寄付金等に関する事項 

   寄付の目的 寄付者 金額  

財団の運用財産として SOMPO ホールディングス株

式会社※ 

 62,900,000 円 

財団の運用財産として SOMPO ちきゅう倶楽部社会

貢献ファンド（SOMPO グルー

プ） 

5,000,000 円 

財団の運用財産として 法人  3,370,000 円 

財団の運用財産として 個人  1,812,000 円 

   ※損保ジャパンをはじめとする SOMPO グループ各社からによるもの 

 

６．主務官庁指示に関する事項 

   該当はありません。 
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７．その他の重要事項 

   該当はありません。 

 

２０２５年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４

条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので

作成しておりません。 

 


